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泌尿器科は、尿路（腎臓・尿管・膀胱・尿道）、男性性器（前立腺・陰嚢内容・陰茎など）および副腎などの後腹膜臓器の
病気を扱う診療科です。
大阪回生病院泌尿器科では、一般の泌尿器科疾患に対応できる治療体制が必要と考え、腎移植を除く一般泌尿器科
疾患に対応しています。
日常に多い尿路結石症、尿路感染、排尿障害はもちろんですが、特に泌尿器科領域のがん治療も積極的に行ってお
ります。
"可及的速やか且つ正確な診断"、"適切な治療を迅速に"を合言葉に、患者様の時間的、身体的苦痛を可能な限り軽
減する診察、検査を常に念頭に置き、日々の診療にあたっています。

泌尿器科

診療内容
腎臓・尿管・膀胱・前立腺や男性生殖器に関する疾患全般に対応しており、悪性腫瘍（がん）、排尿障害、尿路結石な
どを主に取り扱っています。膀胱・腎・副腎・尿管などの悪性腫瘍に対しては、腹腔鏡による低侵襲手術を積極的に
行っています。排尿障害についても最新鋭の検査機器を備え、正確な診断のもと適切な治療と生活指導を行ってい
ます。
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診療日・診療時間診療日・診療時間

月月 火火 水水 木木 金金

午前午前

午後午後

休診日：休診日：土曜・日曜・祝日

9:00～12:00

13:00～16:00

×

×

こんな症状の方は、ご相談ください。こんな症状の方は、ご相談ください。

専門医が症状に合わせた治療をご提案します。

腎・副腎腫瘍

小さな腫瘍は可能な限りマイクロ波を用いた腫瘍核出術を行い、腎実質の温存に努めています。副腎疾患も含め、
低侵襲の腹腔鏡下手術で対応しています。

前立腺がん

近年増加傾向にある前立腺がんに対し、1泊2日で12ヵ所以上の多数箇所生検を行い、早期発見に努めています。
治療は手術、ホルモン療法に加え、放射線治療（特にブラキ療法）など多岐にわたり、それぞれの長所・短所を患者
さま・ご家族に十分説明したうえで、適切な治療をご提案しています。

腎・副腎腫瘍 前立腺がん

受診・予約について受診・予約について

初診の方初診の方 紹介状をお持ちください。

再診の方再診の方 予約制です。

予約方法予約方法 お電話にてご予約ください（06-6393-8132）。

お問い合わせ：お問い合わせ：06 -6 3 93 -8 1 3 2　（受付時間　（受付時間 9 : 00～～17 : 00／平日）／平日）

膀胱腫瘍

早期発見を心がけ、経尿道的内視鏡手術はもちろん、進行した膀胱がんに対する集学的膀胱温存治療や根治的膀
胱全摘除術、尿路変向（回腸導管・新膀胱造設）にも積極的に対応しています。

前立腺肥大症

薬物治療が中心ですが、効果が期待できない場合は前立腺体積（PV）・内腺領域体積（TZV）・その比（TZI）を正確に
測定し、TZV25ml以上・TZI0.5以上という明確なエビデンスに基づいた手術適応のもと、経尿道的手術を行ってい
ます。

尿路結石症

体外衝撃波結石破砕装置を備え、結石の位置や患者さまの状態によっては即日治療も可能です（体外衝撃波手術
は基本的に日帰りです）。対応が難しい結石には、結石破砕装置リソクラストによる経尿道的尿管結石砕石術や経
皮的腎結石砕石術を行います。

実施手術

緩和ケア研修会 修了

地域の先生方へ

ご遠慮なく依頼、相談をいただき、先生方のご要望、信頼にこたえていきたいと考えています。
依頼、相談の際には、まず、田中に電話でご一報いただければ結構です。
夜間、休日も可能な限り対応させていただきます。
また、先生方への逆紹介、在宅診療の依頼も積極的に行い、地域の連携を深めたいと考えております。
大阪回生病院を独立した病院としてではなく、先生方が理想の医療をお進めになる際のひとつの手段と
してご利用いただければ幸甚に存じます。

泌尿器科一般 泌尿器科一般

経尿道的尿管結石砕石術 経皮的腎瘻造設術 経皮的腎結石砕石術（PNL）

膀胱鏡検査 尿管ステント留置術 根治的腎摘除術（腹腔鏡下）


